
ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
を
受
賞
し

た
ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
『
敗
北
を
抱

き
し
め
て
』
（
二
〇
〇
一
年
）
は
、

「
天
皇
制
民
主
主
義
」
の
日
米
合

作
を
論
証
し
た
好
著
で
す
が
、
確

か
に
播
州
の
戦
後
史
を
み
て
も
、

米
軍
と
こ
れ
を
受
け
い
れ
る
日
本

側
地
方
行
政
と
の
間
に
は
、
あ
る

響
き
合
い
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

戦
後
関
西
へ
の
本
格
的
な
米

軍
進
駐
は
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四

五
）
年
九
月
二
五
日
に
始
ま
り
ま

す
。
瀬
戸
内
海
の
機
雷
を
除
去
で

き
て
お
ら
ず
、
和
歌
山
か
ら
の
上

陸
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
日
夕
刻

に
は
米
第
六
軍
第
三
三
師
団
（
一

万
五
〇
〇
〇
名
）
の
第
一
陣
が
兵

庫
県
に
進
駐
し
ま
し
た
。
師
団
司

令
部
は
神
戸
に
置
か
れ
、
二
六
日

以
降
兵
員
の
半
数
が
宝
塚
・
西

宮
・
姫
路
へ
移
動
し
ま
す
。

そ
の
前
後
を
み
ま
す
と
、
第
六

軍
先
遣
隊
の
大
阪
・
神
戸
視
察
が

九
月
二
一
日
で
、
翌
二
二
日
に
は

米
国
初
期
対
日
方
針
が
公
表
さ
れ

て
占
領
の
間
接
統
治
方
式
が
確
定

し
、
天
皇
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
訪

問
し
た
二
七
日
に
第
三
三
師
団
は

姫
路
進
駐
を
終
え
ま
す
。
こ
れ
を

念
頭
に
『
神
戸
新
聞
』
の
記
事
を

み
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
先
遣

隊
の
到
着
し
た
日
か
ら
警
察
に
動

き
が
表
れ
て
い
ま
す
。

「
高
砂
署
で
は
米
軍
の
進
駐

に
備
へ
て
署
員
の
英
語
会
話
の
講

座
を
二
十
一
日
か
ら
開
」
き
、
署

長
以
下
「
毎
朝
二
時
間
授
業
に
励

む
こ
と
と
な
っ
た
。
」
（
９
／
23
）

「
尾
上
村
元
飛
行
部
隊
に
■

時
進
駐
し
て
ゐ
る
第
六
軍
飛
行
隊

の
一
部
は
、
そ
の
後
兵
舎
の
改
造

を
行
ひ
将
兵
約
三
十
名
が
仮
泊
」

す
る
が
、「
地
元
尾
上
村
で
は
一
行

を
歓
迎
し
村
当
局
が
万
端
の
世
話

を
や
き
、
ま
た
高
砂
水
道
課
で
は

二
日
上
水
道
工
事
を
行
ひ
洗
面
所

シ
ャ
ワ
ー
等
の
取
付
け
を
行
っ

た
。
」
（
10
／
５
）

「
姫
路
市
が
市
民
の
た
め
に

夜
間
英
語
学
校
を
開
設
す
る
計
画

を
知
る
や
、
進
駐
軍
当
局
で
は
進

ん
で
米
軍
中
か
ら
教
師
の
派
遣
方

を
快
諾
し
、
実
際
会
話
の
教
授
に

乗
り
出
す
こ
と
に
な
り
市
当
局
関

係
者
を
感
激
さ
せ
」
た
。

（
10
／
６
）

「
全
播
州
路
の
二
市
百
八
十

四
町
村
長
は
原
姫
路
市
長
の
斡
旋

に
よ
り
姫
路
進
駐
軍
の
招
集
に
応

じ
て
二
十
日
姫
路
市
役
所
に
集

合
」
、
「
進
駐
軍
の
使
命
」
を
語
る

ラ
モ
ー
ト
中
佐
の
熱
弁
を
聞
い
た
。

（
10
／
22
）

記
事
か
ら
は
、
英
語
熱
は
ま
ず

行
政
レ
ベ
ル
で
一
気
に
高
ま
る
こ

と
、
米
軍
の
東
播
進
駐
が
一
〇
月

二
日
ご
ろ
だ
と
い
う
こ
と
も
分
か

り
ま
す
。
無
論
、
こ
う
い
う
日
米

協
調
を
示
す
記
事
は
事
態
の
一
面

し
か
伝
え
て
い
ま
せ
ん
。
米
軍
の

力
を
背
景
に
し
た
検
閲
も
査
察
も

報
道
さ
れ
は
し
な
い
か
ら
で
す
。

ち
な
み
に
、
米
第
六
軍
司
令
部
は

昭
和
二
〇
年
末
に
解
消
さ
れ
、
第

八
軍
指
揮
下
で
神
戸
軍
政
部
の
活

動
は
本
格
化
し
ま
す
。

（
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員

大
森

実
）

※

本
文
中
の
■
は
判
読
で
き
な

い
部
分
で
す
。

た

か

さ

ご

史

話
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